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発行　石川県立歴史博物館　 
〒920-0963 金沢市出羽町3番1号 
TEL.076（262）3236  FAX.076（262）1836

◇会 期 9月19日（土）～11月3日（火・祝）
※休館日10月13日（火）

◇会　　場 第1特別展示室・第1展示室
◇開館時間 午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
◇入 館 料 一　般　1000円（900円）

大学生　 800円（700円）
高校生以下無料　（ ）内は前売または20名以上の団体料金

◇主　　催 石川県立歴史博物館　浄土真宗本願寺派　朝日新聞社
北國新聞社

◇後　　援 文化庁　石川県教育委員会　福井県教育委員会　富山県
教育委員会　新潟県教育委員会　北陸放送　石川テレビ
放送　テレビ金沢　北陸朝日放送　金沢ケーブルテレビ
ネット　エフエム石川　ラジオかなざわ　ラジオこまつ
ラジオななお　福井新聞社

◇特別協力 龍谷大学　朝日放送
◇協　　賛 ニッセイ同和損害保険株式会社　野崎印刷紙業株式会社

No.93 2009・9・15

◆ミュージアムウィーク協賛講演会
＜聴講無料・定員80名 当日先着順＞

日　時　 10月3日（土） 午後1時30分～

会　場　 学習ホール
講　師　 龍谷大学文学部准教授　岡村　喜史 氏

演　題　「本願寺の歴史と文化

―展示資料から見る―」

◆記念講演会 ＜聴講無料・定員300名 当日先着順＞

日　時　 9月27日（日） 午後1時30分～

会　場　 石川県立生涯学習センター
（金沢市広坂2－1－1）

※駐車場スペースがあまりありませんので、
会場へはなるべく公共交通機関をご利用下さい。

講　師　 本願寺史料研究所副所長　金龍　静 氏

演　題　「戦国期の本願寺と北陸」

親鸞聖人750回大遠忌記念 

―世界遺産の歴史と至宝 本願寺展 

松鶴図　江戸時代
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な
ど
の
絵
画
類
を
展
示
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
単
独
の

資
料
と
し
て
も
価
値
の
高
い
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら

が
本
願
寺
と
い
う
場
所
に
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
、
当
時
の
勢
力
関
係
を
探
る
う
え
か
ら
も
興
味

深
い
こ
と
で
す
。

展
示
の
構
成
（
第
1
展
示
室
）

三
、
本
願
寺
の
至
宝
2
（
資
料
八
件
）

こ
こ
で
は
、
通
常
常
設
展
示
が
行
わ
れ
て
い
た
展

示
室
を
撤
去
し
、
特
別
展
第
2
会
場
と
し
て
展
示
し

た
も
の
で
す
。
本
願
寺
の
書
院
に
使
わ
れ
て
い
る
、

襖ふ
す
まや
欄ら
ん

間ま

、
天て
ん

井じ
ょ
う絵　
え

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
石
川
の
本
願
寺
関
係
資
料
（
資
料
九
件
）

よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
本
館
が
所

蔵
す
る
資
料
の
中
か
ら
蓮
如
関
連
の
影
像
や
名
号
、

御
文
、
顕け

ん

如に
ょ

画
像
、
東
本
願
寺

ひ
が
し
ほ
ん
が
ん
じ

再さ
い

建け
ん

縁え
ん

起ぎ

絵え

巻ま
き

な
ど

を
展
示
し
ま
す
。

展
示
資
料
の
み
ど
こ
ろ

☆
親
鸞
の
影
像

国
宝
の
安
城
御
影

あ
ん
じ
ょ
う
の
ご
え
い
（
副
本
）、
重
文
の
熊
皮
く
ま
が
わ
の
御ご

影え
い

、
等
身

と
う
し
ん
の

御ご

影え
い

（
真
向
ま
む
き
の

御ご

影え
い

）、
花は
な

の
御ご

影え
い

の
四
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

な
か
で
も
、
花
の
御
影
は
、
親
鸞
が
合
掌
す
る
姿
で
背
椅
子

に
座
っ
て
お
り
、
そ
の
背
板
に
一
対
の
蓮
の
花
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
遺
骨
の
記
録
と
と
も
に
興
味
の
尽
き
な
い
御
影
で

親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
記
念 

本
願
寺
展 

│
世
界
遺
産
の
歴
史
と
至
宝
│ 

は
じ
め
に

鎌
倉
時
代
に
、
浄
土
真
宗
を
開
い
た
親し

ん

鸞ら
ん

は
、
一
二
六
二

年
（
弘
長
二
）
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
来
る
二
〇
一
一
年
が

没
後
七
百
五
十
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
浄
土
真
宗
の
各
派

で
は
そ
の
遠
忌

お
ん
き

を
記
念
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
本
願
寺
＝
西
本
願
寺
）

で
は
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
所
蔵
す
る
文
化
財
を
一

堂
に
公
開
す
る
展
覧
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
展
は
、
そ

の
金
沢
展
に
あ
た
り
ま
す
が
、
石
川
県
が
「
加
賀
一い

っ

向こ
う

一い
っ

揆き

」

（
一
四
八
八
年
）
以
来
「
真
宗
王
国
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
、

浄
土
真
宗
の
盛
ん
な
土
地
柄
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
意
義

深
い
展
覧
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

展
示
の
構
成
（
第
1
特
別
展
示
室
）

一
、
親
鸞
聖
人
と
浄
土
真
宗
（
資
料
四
十
五
件
）

こ
こ
で
は
、
親
鸞
の
影
像
を
は
じ
め
、
木
像
、
恵え

信し
ん

尼に

（
親
鸞
室
）
関
係
資
料
、
親
鸞
伝
絵
な
ど
の
絵

伝
類
な
ど
、
宗
祖
に
関
わ
る
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、『
教

　
き
ょ
う

行
ぎ
ょ
う

信し
ん

証
』

し
ょ
う

、『
歎

　
た
ん

異
抄
』

に
し
ょ
う
　

、『
唯ゆ

い

信
抄
』

し
ん
し
ょ
う
　

な

ど
書
物
の
ほ
か
、
光
明
本
尊
、
六
字
名
号
、
九
字
名

号ご
う

、
十
字
じ
ゅ
う
じ

名
号
み
ょ
う
ご
う
、
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

絵え

像ぞ
う

な
ど
の
本
尊
類
、

聖し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

関
係
な
ど
、
浄
土
真
宗
の
根
本
資
料
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

二
、
日
本
史
の
な
か
の
本
願
寺
（
資
料
八
十
五
件
）

こ
こ
で
は
、
親
鸞
後
の
本
願
寺
の
歴
史
と
し
て
、

二
代
如に

ょ

信し
ん

以
降
、
十
一
代
顕け

ん

如に
ょ

ま
で
、
東
西
分
派
以

前
の
歴
代
宗
主
の
影
像
を
は
じ
め
、
西
本
願
寺
初
代

の
准

じ
ゅ
ん

如に
ょ

の
影
像
、
歴
代
宗
主
職
の
譲
り
状
な
ど
の
継

職
の
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
廟
堂
か
ら

寺
院
へ
と
発
展
し
て
い
く
経
過
の
な
か
で
、
高
貴
所

か
ら
の
寄
進
関
係
や
、
建
築
関
係
資
料
、
そ
の
経
過

が
記
さ
れ
て
い
る
『
天て

ん

文ぶ
ん

日に
っ

記き

』
な
ど
が
展
示
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
八
代
蓮れ

ん

如に
ょ

以
降
は
、
一
向
一
揆
や
石い
し

山や
ま

合か
っ

戦せ
ん

な
ど
、
時
の
権
力
者
と
真
っ
向
か
ら
わ
た
り

合
う
勢
力
と
し
て
、
日
本
史
の
中
で
大
き
な
位
置
を

占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
関
係
の
展
示
と
し
て
、
蓮
如

関
連
資
料
、
戦
国
期
の
天
皇
家
と
の
関
係
、
信
長
と

の
対
立
以
降
歴
代
権
力
者
と
の
応
対
を
示
す
資
料
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

三
、
本
願
寺
の
至
宝
1
（
資
料
十
三
件
）

天
皇
家
か
ら
拝
領
し
た
『
三
十

　
さ
ん
じ
ゅ
う

六ろ
く

人に
ん

家か
　

集
し
ゅ
う
』
や

『
栄え

い

花が

物も
の

語
』
が
た
り

、
天
皇
の
親し
ん

翰か
ん

な
ど
の
書
跡
類
や
、

「
慕ぼ

帰き

絵え

詞
こ
と
ば

」
や
「
雪

せ
っ
　

中
ち
ゅ
う

柳
　
り
ゅ
う鷺ろ

図ず

」、「
平へ

い

沙さ

落ら
く

雁が
ん

図ず

」

こ
う
み
ょ
う
ほ
ん
ぞ
ん

ろ
く
じ
み
ょ
う
ご
う

く
じ
み
ょ
う
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す
。
期
間
中
、
四
点
の
う
ち
か
ら
必
ず
二
点
が
展
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

☆
戦
国
大
名
の
書
状

武た
け

田だ

信し
ん

玄げ
ん

、
織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

、
羽は

柴し
ば

秀ひ
で

吉よ
し

、
徳と

く

川が
わ

家い
え

康や
す

、
毛も

う

利り

輝て
る

元も
と

、
前ま

え

田だ

利と
し

家い
え

な
ど
戦
国
時
代

の
実
力
者
た
ち
が
本
願

寺
と
や
り
取
り
を
し
て

い
た
書
状
で
す
。
緊
張

関
係
の
表
れ
で
し
ょ
う

か
、
と
て
も
き
れ
い
な

文
字
で
書
か
れ
た
書
状

な
の
で
、
古
文
書
の
学

習
に
も
ぴ
っ
た
り
で

す
。

☆
国
宝
　
三
十
六
人
家
集

家
集

か
し
ゅ
う

と
は
、
一
人
の
歌

人
や
そ
の
家
族
に
限
ら
れ

た
和
歌
を
集
め
た
も
の
を

い
い
、
歌
集
と
区
別
し
て

い
ま
す
。
三
十

さ
ん
じ
ゅ
う

六ろ
く

人に
ん

家
集

か
し
ゅ
う

は
、
三
十

さ
ん
じ
ゅ
う

六ろ
く

歌か

仙せ
ん

に
数
え

ら
れ
た
歌
人
た
ち
の
和
歌

を
編
集
し
た
家
集
で
す
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、
業な

り

平ひ
ら

集し
ゅ
う
、
興お
き

風か
ぜ

集し
ゅ
う
、
小
大
こ
だ
い
の

君き
み

集し
ゅ
う
、
宗む
ね

于ゆ
き

集し
ゅ
う
、
敏と
し

行ゆ
き

集し
ゅ
う
、

兼か
ね

盛も
り

集し
ゅ
う

、
元も

と

真ざ
ね

集し
ゅ
う

の
七
帖

が
展
示
さ
れ
ま
す
。
文
字

の
き
れ
い
さ
も
あ
り
ま
す

が
、
色い

ろ

替が
わ

り
や
重か

さ

ね
、
張

り
合
わ
せ
な
ど
の
料
紙

り
ょ
う
し

の
見

事
さ
も
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。
期
間
中
、
七
帖
の
う
ち
か

ら
必
ず
三
帖
が
展
示
さ
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

☆
障
壁
画
と
天
井
絵

本
願
寺
は
、
巨
大
な
両
堂
（
阿
弥
陀
堂
と
御
影
堂
）
の

ほ
か
に
、
書
院
を
い
く
つ
も
持
っ
て
い
ま
す
。
和
様
の
建

築
で
、
襖

ふ
す
ま

や
板い

た

戸ど

、
天
井

て
ん
じ
ょ
う

に
は
見
事
な
絵
画
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
欄ら

ん

間ま

の
両
面
彫
り
な
ど
も
見
ご
た
え
が

あ
り
ま
す
。

担
当
者
は
、
天
井

て
ん
じ
ょ
う

絵え

が
好
き
で
す
。
展
示
す
る
と
一
メ

ー
ト
ル
四
方
く
ら
い
で
す
が
、
実
際
に
格ご

う

天
井
て
ん
じ
ょ
う
（
格こ
う

子し

の

天
井
）
に
は
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
三
十
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
色
紙
く
ら
い
に
見
え
ま
す
よ
。
そ
の
距
離
を
想

定
し
て
大
き
な
絵
柄
に
描
か
れ
た
ん
で
す
。

お
わ
り
に

親
鸞
が
好
き
だ
か
ら
、
日
本
史
が
好
き
だ
か
ら
、
き
れ
い

な
絵
が
見
た
く
て
、
古
文
書
の
勉
強
に
な
る
か
も
、
真
宗
の

檀
家
や
し
…
な
ど
、
い
ろ
ん
な
見
方
が
で
き
る
一
級
品
の
資

料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
約
百
五
十
件
の
ほ
と
ん
ど
は
、
本
願
寺
が
東

西
に
分
か
れ
る
前
（
戦
国
時
代
ま
で
）
の
資
料
で
す
。
加
賀

と
一
向
一
揆
の
歴
史
や
、
な
ぜ
石
川
県
に
は
東
本
願
寺
の
檀

家
が
多
い
の
か
と
い
っ
た
疑
問
へ
の
ヒ
ン
ト
も
い
っ
ぱ
い
。

さ
わ
や
か
な
季
節
に
、
ふ
ら
〜
っ
と
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

重文 熊皮御影　奈良国立博物館蔵武田信玄書状

国宝　業平集国宝　元真集

本願寺白書院　菊の間天井絵（扇づくし）
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貸
出
中
の
館
蔵
品

他
の
施
設
で
も
見
ら
れ
る
歴
博
の
貴
重
資
料

歴
博
の
館
蔵
資
料
は
総
数
約
十
六
万
点
に
も
及
び
ま
す
が
、
そ
の

一
部
は
、
県
内
外
を
問
わ
ず
、
他
館
の
展
覧
会
に
貸
し
出
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
放
送
局
や
出
版
社
へ
の
ポ
ジ
フ
ィ

ル
ム
な
ど
の
貸
し
出
し
も
、
よ
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
展
覧
会
や
催

し
物
な
ど
に
比
べ
る
と
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
業
務
で
す
が
、
こ

れ
も
博
物
館
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
な
の
で
す
。

・
「
鈴
見
鋳
造
所
出
土
砲
弾
」

・
「
鉄
砲
弾
」

・
「
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
銃
」

・
「
短
銃
等
受
取
状
」（
小
川
家
文
書
）

・
「
弾
薬
請
払
決
算
帳
」（
小
川
家
文
書
）

ほ
か
計
八
点

特
別
展
「
加
賀
藩
の
塩
硝
　
―
生
産
と
施
設
―
」

十
月
十
日
（
土
）
〜
十
一
月
二
十
三
日
（
月
・
祝
）

会
　
場
　
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館

（
金
沢
市
・
〇
七
六
―
二
二
一
―
四
七
五
〇
）

・
「
篠
井
家
系
図
」

・
「
先
祖
由
緒
一
類
附
」

・
「
松
本
・
篠
井
由
緒
之
義
ニ
付
書
状
」

・
「
篠
井
家
由
緒
等
義
ニ
付
返
書
之
控
」

・
「
縁
者
ト
シ
テ
ノ
交
誼
申
入
状
」

計
五
点

特
別
展
「
天
地
人
と
本
多
家
」

八
月
一
日
（
土
）
〜
十
一
月
二
十
五
日
（
水
）

会
　
場
　
藩
老
本
多
蔵
品
館

（
金
沢
市
・
〇
七
六
―
二
六
一
―
〇
五
〇
〇
）

・
石
川
県
指
定
文
化
財
「
金
沢
城
下
図
屏
風
（
犀
川
口
町
図
）」計

一
点

特
別
展
「
描
か
れ
た
城
下
町
」

十
月
二
十
四
日
（
土
）
〜
十
一
月
二
十
九
日
（
日
）

会
　
場
　
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館

（
徳
島
市
・
〇
八
八
―
六
五
六
―
二
五
二
五
）

・
紅
糸
威
仁
王
胴
具
足

・
石
川
県
指
定
文
化
財
「
白
羅
紗
地
日
の
丸
文
陣
羽
織
」

計
二
点

文
化
庁
主
催
「
侍
の
芸
術
」

十
月
二
十
日
（
火
）
〜
一
月
十
日
（
日
）

会
　
場
　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館（

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
）

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
案
内
　
　
　
　
　
　
（
税
込
定
価
）
一，

〇
〇
〇
円

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
品
目
録

三，

五
〇
〇
円

冷
泉
家
の
歴
史
と
文
化

一，

〇
〇
〇
円

モ
ダ
ン
の
調
べ
　
蓄
音
機

一，

〇
〇
〇
円

太
子
信
仰
と
北
陸
　
―
聖
徳
太
子
へ
の
あ
こ
が
れ
―

一，

二
〇
〇
円

永
光
寺
の
名
宝

一，

二
〇
〇
円

紀
尾
井
町
事
件
　
―
武
士
の
近
代
と
地
域
社
会
―

一，

七
〇
〇
円

う
さ
ぎ
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

一，

七
〇
〇
円

祝
い
絵
　
―
デ
ィ
ス
プ
レ
ィ
の
民
俗
誌
―

二，

〇
〇
〇
円

能
楽
　
―
加
賀
宝
生
の
世
界
―

一，

二
〇
〇
円

利
家
と
ま
つ
の
生
き
た
時
代
　
―
戦
い
・
く
ら
し
・
女
た
ち
―

一，

九
〇
〇
円

景
勝
を
め
ぐ
る
　
―
い
し
か
わ
の
景
観
史
―

一，

二
〇
〇
円

い
し
か
わ
の
歌
仙
絵
馬

一，

四
〇
〇
円

風
俗
画
伯
　
巌
如
春
　
―
都
市
の
記
憶
を
描
く
―

一，

四
〇
〇
円

源
平
合
戦
と
北
陸
　
―
義
経
伝
説
を
育
ん
だ
ふ
る
さ
と
―

一，

六
〇
〇
円

加
賀
百
万
石
へ
の
道
　
―
戦
国
か
ら
太
平
へ
―

二
〇
〇
円

昭
和
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
　
―
モ
ノ
で
た
ど
る
戦
後
―

一，

〇
〇
〇
円

石
川
の
お
宝
史
　
―
名
宝
か
ら
文
化
財
へ
―

三
〇
〇
円

弥
生
ム
ラ
の
風
景
　
―
越
の
ク
ニ
生
み
・
境
界
・
交
流
―

一，

二
〇
〇
円

御
用
絵
師
梅
田
九
栄
と
俳
諧

三
〇
〇
円

肖
像
画
に
み
る
加
賀
藩
の
人
々

一，

四
〇
〇
円

K
O
S
O
D
E

百
・
華
・
繚
・
乱
　
―
丸
紅
所
蔵
衣
裳
名
品
展
―

五
〇
〇
円

春
日
懐
紙
・
春
日
本
万
葉
集
と
ふ
る
さ
と
の
文
芸

五
〇
〇
円

本
願
寺
展
　
―
世
界
遺
産
の
歴
史
と
至
宝
―

二，

三
〇
〇
円

※
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
で
販
売
中
。
定
価
は
す
べ
て
税
込
。
郵
送
ご
希
望
の
方
は
、

当
館
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
刊
行
物

案
内
（
図
録
等
）」
を
ご
覧
下
さ
い
。（
電
話
〇
七
六
│
二
六
二
│
三
二
三
六
）

主
な
刊
行
物
の
ご
案
内

紅糸威仁王胴具足

弾薬請払決算帳（部分）

県文・金沢城下図屏風
（犀川口町図）
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石川の歴史遺産セミナー開催

七
月
二
十
五
日
、
石
川
の
歴
史
遺
産
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
。
七
回
目
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
女
性
を

と
り
ま
く
宗
教
世
界
」。
各
時
代
の
宗
教
的
な
思
想

背
景
か
ら
、
女
性
を
と
り
ま
く
禁
忌
や
差
別
な
ど
の

問
題
を
考
え
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で

す
。
県
外
か
ら
三
名

の
講
師
を
お
招
き
し

て
発
表
を
い
た
だ
い

た
あ
と
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

開
か
れ
、
熱
い
討
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
九
日
、
石
川
県
の
国
際
交
流
事
業
の
一
環

と
し
て
、
中
国
江
蘇
省
青
少
年
訪
問
団
の
一
行

（
十
一
名
）
が
当
館
を
見
学
。
団
員
は
南
京
市
の

高
校
生
た
ち
が
中
心
で
、
初
め
て
目
に
す
る
石
川

の
歴
史
や
生
活
資
料
に
、
み
ん
な
興
味
津
々
の
様

子
。
最
も
注
目
を
集

め
た
の
は
大
名
行
列

図
屏
風
と
白
山
麓
移

築
民
家
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
。
身
を
乗
り

出
す
よ
う
に
し
て
興

味
深
く
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

七
月
二
十
七
日
か

ら
八
月
一
日
ま
で
の

六
日
間
、
博
物
館
学

芸
員
実
習
を
実
施
。

こ
れ
は
学
芸
員
資
格

を
取
得
す
る
場
合
に

必
修
と
な
る
、
博
物

館
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
現
場
実
習
で
す
。
今
年
度
は
学
芸
員
講
座
を

開
講
し
て
い
る
全
国
各
地
の
大
学
か
ら
十
一
人
の

学
生
が
参
加
。
当
館
学
芸
員
の
指
導
の
も
と
、
資

料
の
取
り
扱
い
や
収
蔵
庫
の
整
理
な
ど
、
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

今年も元気にわくワーク（work）体験

金
沢
市
内
の
中
学

生
が
参
加
す
る
「
わ

く
ワ
ー
ク
（w

ork

）

体
験
」。
こ
れ
は
県

教
育
委
員
会
主
催
事

業
で
、
学
校
を
離
れ

て
三
日
間
の
職
場
体

験
を
行
う
も
の
で

す
。
今
年
は
七
月
上
旬
に
額
中
学
校
（
六
名
）、

兼
六
中
学
校
（
六
名
）、
下
旬
に
紫
錦
台
中
学
校

（
五
名
）
が
参
加
。
初
め
て
の
職
場
に
緊
張
し
な

が
ら
も
、
み
ん
な
懸
命
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し

た
。

中国江蘇省青少年訪問団来館 学芸員への登竜門・博物館実習

❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

催事日録 

（
９
〜
12
月
）

行
事
日
程

行
事
日
程 

◎
開
講
時
間
：
午
後
2
時
〜

た
だ
し
9
／
20
（
日
）
・
10
／
17
（
土
）
・
10
／
31
（
土
）

は
午
後
1
時
30
分
開
講
で
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

◎
会
　
　
場
：
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説
…
各
関
係
展
示
室

本
願
寺
展
見
ど
こ
ろ
講
座
・
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
学
習

ホ
ー
ル

◎
受

講

料
：
無
料
　
※
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説
は
無
料
。
た
だ
し
他
の
展
示

も
あ
わ
せ
て
観
覧
の
場
合
は
入
館
料
が
必
要
。

◎
申
し
込
み
：
不
要
　
※
当
日
受
付
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

※
本
願
寺
展
開
催
期
間
中
の
「
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
、「
本
願
寺

展
見
ど
こ
ろ
講
座
」
と
し
て
開
講
い
た
し
ま
す
。

月
　
日

行
　
　
　
事

内

容

9
/
20
（
日
）

本
願
寺
展
　
―
歴
史
を
み
る
―

（
資
料
課
長
　
濱
岡
伸
也
）

10
/
4
（
日
）

本
多
の
森
　
屋
外
展
示
ツ
ア
ー

（
普
及
課
長
　
前
田
武
輝
）

10
/
17
（
土
）

本
願
寺
展
　
―
美
術
を
み
る
―

（
学
芸
主
幹
　
本
谷
文
雄
）

10
/
31
（
土
）

本
願
寺
展
　
―
文
学
を
み
る
―

（
資
料
課
長
　
濱
岡
伸
也
）

11
/
1
（
日
）

北
前
船
の
時
代（

資
料
課
長
　
濱
岡
伸
也
）

11
/
21
（
土
）

米
林
八
十
八
再
考

（
学
芸
課
長
　
本
康
宏
史
）

12
/
6
（
日
）

石
動
山
境
内
古
絵
図
に
つ
い
て

（
学
芸
主
幹
　
北
春
千
代
）

12
/
19
（
土
）

渤
海
交
渉
と
羽
咋

（
学
芸
主
査
　
永
井
　
浩
）

常設スポット解説

れきはくゼミナール

本
願
寺
展

見
ど
こ
ろ
講
座

常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説

常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

本
願
寺
展

見
ど
こ
ろ
講
座

本
願
寺
展

見
ど
こ
ろ
講
座

常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説
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商
家
が
歴
博
へ
や
っ
て
来
た
日

移
築
し
た
家
屋
が
集
う
第
三
展
示
室
。
そ
の
中
で
重
厚
な

た
た
ず
ま
い
を
み
せ
る
白
山
市
（
旧
鶴
来
町
）
の
商
家
。
こ

れ
も
前
回
取
り
上
げ
た
能
登
の
舟
小
屋
同
様
、
実
際
に
使
わ

れ
て
い
た
家
屋
を
移
築
し
た
も
の
で
す
。

歴
博
は
昭
和
六
十
一
年
秋
に
開
館
し
ま
し
た
が
、
こ
の
時

点
で
は
第
三
棟
が
未
整
備
で
、
全
館
フ
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
ま

で
に
、
そ
の
後
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
い
ま
す
。
公
開
さ

れ
た
展
示
室
も
す
べ
て
が
完
全
と
は
い
え
ず
、
第
三
展
示
室

で
は
「
町
の
ひ
と
び
と
」
コ
ー
ナ
ー
が
未
整
備
で
し
た
。
現

在
商
家
の
あ
る
一
画
も
、
館
蔵
品
を
中
心
に
県
内
の
年
中
行

事
な
ど
を
紹
介
す
る
、仮
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
す
。

さ
て
、「
町
の
ひ
と
び
と
」
コ
ー
ナ
ー
の
整
備
計
画
は
、

「
コ
ー
ナ
ー
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
商
家
を
移

築
」
と
い
う
方
針
で

進
め
て
い
た
の
で
す

が
、
展
示
室
の
ス
ペ

ー
ス
に
合
う
よ
う
な

商
家
が
、
い
ざ
と
な

る
と
な
か
な
か
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。
そ
の

う
ち
に
タ
イ
ム
リ
ミ

ッ
ト
と
な
り
、
も
は

や
万
策
尽
き
て
基
本

的
な
展
示
案
を
見
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
、
み
な
頭
を
抱
え
込

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
「
道
路

改
良
事
業
計
画
の
た
め
、
明
日
に
で
も
取
り
壊
さ
れ
る
商
家

が
鶴
来
に
あ
る
」と
い
う
情
報
が
飛
び
込
ん
で
き
た
の
で
す
。

調
べ
て
み
る
と
、
す
で
に
金
沢
工
業
大
学
建
築
学
科
の
調

査
が
入
っ
て
お
り
、
そ
の
報
告
で
は
天
保
期
以
前
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
、
県
内
に
残
る

商
家
と
し
て
は
最
古
の
も

の
で
あ
る
こ
と
も
判
明
。

早
速
所
有
者
や
事
業
主
体

者
（
旧
鶴
来
町
）
に
お
願

い
し
調
整
を
進
め
、
取
り

壊
し
寸
前
の
と
こ
ろ
で
歴

博
へ
の
移
築
が
決
ま
っ
た

の
で
す
。
所
有
者
か
ら
も

「
文
化
財
と
し
て
こ
の
建

物
が
残
る
な
ら
、
最
大
限

協
力
し
ま
す
。」
と
、
こ

こ
ろ
よ
く
ご
承
諾
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
移
築
工
事
が

完
了
し
た
の
が
平
成
元
年

十
月
十
三
日
。
こ
の
世
か

ら
消
え
よ
う
と
し
て
い
た

貴
重
な
文
化
財
が
、
歴
博

で
再
生
し
た
日
で
す
。
ま

さ
に
幸
運
の
一
言
…
。

本
多
の
森
か
ら

本
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
本
願
寺
展
会
場

と
し
て
常
設
展
示
室
の
一
部
が
使
用
さ
れ
る
た
め
、
や
む
を
え
ず
期
間
中
閉

室
さ
れ
る
展
示
室
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
と
な
り
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ど
う
か
ご
了
承
下
さ
い
。

さ
て
、
第
2
特
別
展
示
室
で
は
「
な
る
ほ
ど
歴
史
館
」
を
本
願
寺
展
に
あ

わ
せ
て
同
時
開
催
。
子
供
も
大
人
も
楽
し
め
る
ク
イ
ズ
形
式
の
歴
史
ワ
ー
ル

ド
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

常
設
展
示
室
の
一
部
閉
室
と

「
な
る
ほ
ど
歴
史
館
」
の
開
催

1．

本
願
寺
展
開
催
に
と
も
な
い
、
常
設
展
示
室
の
一
部
を
閉
室
し
ま
す
。

・
期
　
間
　
9
月
1
日
（
火
）
〜
11
月
9
日
（
月
）

・
閉
室
さ
れ
る
展
示
室
　
第
1
展
示
室
（
原
始
古
代
〜
近
世
）

第
2
展
示
室
（
近
世
〜
近
現
代
）

第
3
展
示
室
（
民
俗
）

2．

第
4
〜
8
展
示
室
と
歴
史
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
近
世
編
）
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
ご
観
覧
で
き
ま
す
。

3．

第
2
特
別
展
示
室
で
、「
な
る
ほ
ど
歴
史
館
」
と
題
し
て
「
資
料
で
学

ぶ
石
川
の
歴
史
」
の
展
示
を
設
け
ま
す
。
ク
イ
ズ
形
式
で
歴
史
が
楽
し

め
る
展
覧
会
で
す
。

※
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下

さ
い
。

お
知
ら
せ

９
月
14
日
（
月
）
〜
18
日
（
金
）

10
月
13
日
（
火
）

11
月
4
日
（
水
）
〜
9
日
（
月
）

12
月
28
日
（
月
）
〜
31
日
（
木
）

展
示
替
え
等
に
よ
る
休
館
日
（
9
〜
12
月
）

移築直前の商家（白山市・旧鶴来町） 復元作業中（平成元年10月）

※
ト
リ
ヴ
ィ
ア
＝
雑
学
的
な
事
柄
や
知
識
、
豆
知
識


